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議
案
第
首
蛸
号

三
朝
町
技
能
労
務
機
具
の
給
与
の
相
斬
及
び
姦
海
に
軸
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
S
て

次
の
と
お
か
i
'
三
郎
町
技
能
労
務
轍
員
の
給
与
の
樺
･
類
及
_
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る

こ
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
鮭
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
贋
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
第
1
項
の
規
定
に
ょ

少
､
本
議
会
の
祷
決
を
求
め
る
O

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
童
日三

　

朝

　

町

　

長
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村

　

　

　

喬
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成

陪
和
五
指
五
年
柏
賞
廿
五
日
原
索
可
決

三
朝
町
銭
金
親
長
牧
田
嶺



I,;.-

I
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r
ヽ三

朝
町
条
例
第

三
朝
町
技
能
労
務
職
員
の
給
与
の
穂
知
及
び
基
準
に
舶
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
技
能
労
務
撤
兵
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
旅
す
る
条
例
(
昭
和
凶
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
六

∫

早
)
の
7
㌧
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
.

第
十
1
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
十
7
条
　
寒
冷
地
手
当
鹿
､
町
長
が
定
め
る
日
(
以
下
｢
基
準
日
｣
と
い
う
｡
)
に
お
S
て
在
職
す
る

警
貝
(
吋
長
が
定
め
る
勝
負
を
除
ぐ
O
)
に
対
し
て
支
給
す
る
｡
基
準
日
の
登
日
か
ら
採
用
,
異
動
等

･
の
事
由
に
よ
か
職
員
と
し
て
在
駿
す
る
こ
と
と
な
づ
た
者
に
対
し
て
も
､
同
様
と
す
る
0

附

　

則

(
施
行
捗
日
等
)
　
′

＼

こ
の
条
例
吐
､
公
布
の
拝
か
ら
旅
行
し
､
昭
和
五
十
五
年
八
月
三
十
日
か
ら
適
用
す
る
｡
･


